
十
念
寺
だ
よ
り 

 

令
和
八
年 

夏 
 檀

信
徒
各 

「
倶
生
神
」 

人
の
身
に
は
左
右
の
肩
が
あ
る
。
私
た
ち
の
両
肩
に
は
目
に
は
見
え
な
い

が
二
人
の
神
が
乗
り
、
私
た
ち
の
行
動
を
常
に
監
視
し
て
い
る
と
い
う
。 

同
名
神
は
人
の
左
肩
に
い
て
善
行
を
記
録
し
、
同
生
神
は
右
肩
に
い
て
悪
事

を
記
録
す
る
。
こ
の
記
録
を
元
に
閻
魔
王
は
裁
判
を
す
る
の
だ
と
。 

こ
の
神
の
存
在
は
自
分
の
行
動
が
常
に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。 

誰
も
見
て
い
な
い
の
で
は
な
い
「
お
天
道
様
が
見
て
い
る
」
と
。
こ
れ
が
善
行

に
は
勇
気
を
悪
行
に
は
制
止
の
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

死
後
の
世
界
、
極
楽
や
地
獄
、
閻
魔
様
を
信
じ
な
い
が
故
に
、
人
を
思
い
や

ら
ず
、
自
分
勝
手
な
行
動
を
起
こ
す
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
が
死
ぬ
時
ま
で
信
じ

て
い
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
掌 

 

お
盆
の
予
定
を
記
し
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。 

 

〇
そ
の
他
の
予
定 

・
七
月
二
十
四
日
（
金
）
午
後
二
時 

お
寺
の
日 

・
六
月
、
八
月
の
お
寺
の
日
は
お
休
み
で
す 

・
秋
の
お
彼
岸
法
要 

九
月
二
十
四
日
（
木
）
午
後
二
時
よ
り 

 

本
堂
で
お
盆
の
ご
回
向 

 

八
月
一
日
（
土
）
午
前
十
一
時 

※
（
毎
年
八
月
一
日
に
固
定
） 

 

ご
遠
方
で
こ
ち
ら
か
ら
お
盆
の
お
参
り
に
伺
え
な
い
方
、
棚
経
の
期
間
に
ご

都
合
の
つ
か
な
い
方
は
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

本
堂
で
お
盆
の
ご
回
向
を
し
、
そ
の
後
お
墓
で
も
ご
回
向
い
た
し
ま
す
。 

 

精
霊
迎
え
（
お
墓
で
精
霊
迎
え
の
ご
回
向
） 

八
月
二
日
（
日
）
か
ら
八
日
（
土
）
ま
で 

 

早
朝
六
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
お
墓
の
前
で
ご
回
向
い
た
し
ま
す
。 

精
霊
迎
え
に
墓
参
く
だ
さ
い 

  

棚
経
（
各
家
の
お
仏
壇
に
お
盆
の
ご
回
向
） 

 

八
月
九
日
（
日
）
か
ら
十
六
日
（
日
）
ま
で 

 

 
 

・
日
時
は
、
別
便
（
葉
書
）
で
七
月
中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

・
毎
年
同
じ
日
時
の
予
定
で
す
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

毎
年
の
日
時
に
ご
都
合
が
つ
か
な
い
方
、
希
望
の
日
時
が
あ
る
方
は 

前
も
っ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
・
葉
書
の
お
知
ら
せ
が
届
か
な
け
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・
新
し
く
希
望
の
方
、
初
盆
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
、
ご
回

向
に
参
り
ま
す
。 

※
今
年
は
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
右
記
の
本
堂
で
の
ご
回
向
に
お
参
り
し

て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 

https://www.flickr.com/photos/tanaka_juuyoh/4813278691/
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/

